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畑 49と、ほぼ 1対 1の割合となっている。他の河川では、日本有数の急流といわれる富士







(km) 水田(町) 焔(町〉 水田:畑
甲府盆地(笛吹・釜無・荒}1) 36.4 4，731 2，823 63:37 
富士)1 6.6 1，677 863 66:34 
大井川 18.6 6.201 675 90: 10 
天竜川 24.2 3.578 3，371 51 :49 
矢作}1 30.2 13，604 4.764 74:26 
木曽J1左岸 38.6 6，970 1，883 79:21 
木曽・揖斐・長良}I1 ~輪中(東海道本線以南) 36.0 13.560 2，584 84: 16 
琵琶湖東岸(日野・野洲}1) 17.1 3.446 271 93:7 



























































































































































































































































































































































































































26) 上野福男編 (1986)~ 日本の山村と地理学J、農林統計協会。






















































































































































































































































































































































































































中瀬村 堤防 1450m 破堤 上島村の人家， 24戸67人流失，うち22人死亡。屋根を切り抜き三ツ家村に漂着，船に救助される
匂坂西 堤防 破堤 付近一帯荒廃




小立野村 堤防 破堤 東海道通行止まる
















































































































































































堤防 破堤 一村流失，中瀬村へ借地 この出水で、大平川ができる 二斗堤防 76m 破堤 40数日間浸水。船方の多くは船を流失
堤防 破堤




























堤防 909m 破堤 中瀬村上小島は20数戸，農地のほとんどを流失

















































































































































































































































































































堤防 93m 決壊 全壊6，半壊11，稲作被害4害1]，被害見積4，400円3 畑作被害見積6，000円





































































































































































ョー池田村池田 破損袖浦村岡 堤防 破損寺谷村匂坂上 堤防 破損
上島村上島 堤防 144m 決壊









広瀬村一貫地 改修堤防 1090m 決壊
寺谷村匂坂上 堤防 506m 決壊 左岸全域で被害























































芳川村金折 堤防 40m 死者23，浸水500戸
西派川締め切り工事着手
西派川締め切り工事完成















































































































年(1867)の 17年簡をみても、破堤被害のあった 8回の洪水のうち、南部での被害は 5回となっ






堤被害があったのは、北から)1慎に記載すると北部左岸 2、北部右岸 6、中央部 0、南部 9となる。
明治9年の場合は北部右岸2、南部9であり、明治 15年は9月、 10月を合わせて、北部左岸 3、








(  EI3~，陪「口似言語￥ Jr.Lm Ml百 J図従'rtlq: lω l!if_ g 喜 総 会 sz 烈 凶 )
嘉 日 年 以 暑 嘉 、 手 1喜 平 }ω 話 l青 年 ( 1




























































瀬村中瀬において、同じ日に 3箇所が破堤した明治元年 5月の水害を例に取ると、 5月 18日に
破堤してから、堤防の復旧が開始されるのが、 3ケ所ともにその年の1月であり、半年の間は本格
的な復旧工事が行われていなし 10特に上小島で、の破堤は、 18年 7月1日の480問、明治22年




村東 !明治元年5月19日I 151 I明治2年3月1日
村東 i明治9年9月15日 I 201 、 i明治10年5月 | 
月ノ輪 !明治22年9月12日I 81 I明治23年4月 | 
月ノ輪 !明治22年9月12日I 221 I明治23年4月 i 
河輪 |弥助新田 i卯之起 i明治元年5月四日 I581 
弥助新田 i卯之起 |明治9年9月15日 I 78 
弥助新田 !卯之起 j明治15年10月1日I 29 
井通 j源兵衛新印|猿新田 j明治9年9月18日 I 15 















破堤年月日 破但間五!工事着手年月日 l竣工年月日 その他
大平 i明治元年5月18日I5501明治元年1月
!日上小島 i明治元年5月18日I4501明治元年11月 i 
源蔵煎…l切治.~".~月 18 日 L.~oQI明治元年11 月 ; 
荻原.… i照治探Ið).~.ê....!.......:旬J..................................... l.顎治2旬ð.~:日 ， 
i日上小島 i明治15年10月1日1 3001明治16年4月1日 | 
掠訪~・・…・1照治.~.?~モ.1!tP..ê..L . .....~.与 i明治18年7月下旬 J I改修堤防改築
i日生小島 i明治18年7月1日 I 4801明治団年12月8日|
!自よ!.L長i明治Z25与. ~ð..n.旦l.....~.Q.Ql明治23年2月 ~.QJLL..... I改修堤防改築
大平 i明治36年7月1日1 2081明治36年7月 I I 
蝋燭 i明治37年7月10日1 1801明治37年10月 I I 
元屋敷 !明治元年5月9日 I 701 I I 
~.P;哀.....J.開治忍安2尽J.~.ê..L ・ M ・J.QL.. …......・H・………...1.顎治?Þ.'切IJ.Q.ê...
~.農:数……i照治?:l!.年5月 19 日 L..).1.~L.. ... .  .11明治元年12月15日
元屋敷 |明治18年4月1日I10711明治18年7月下旬I I施工中改修堤防に切り替え
彦想裏 i明治18年7月1日 I 401 ド明治18年7月17日
中島 i明治元年5丹9日 I 301 I 
朱印北開治元年問9日|州 ド明治元年9月14日|
明治元年5月19日1 4201 ド明治元年明14日
宮ノ下 |明治22年9月1日I 81 ド明治22年9月28日
中島 !明治元年6月12日I1001 I明治元年1月
細田島 I明治元年6月11日1 1121 I明治元年1月 | 
四郎平前 i明治元年6月11日1 501 I明治元年8月 ! 
石原前 i明治元年6月11日I 801 1明治元年8月 i 













に復旧を終える。しかし、この 2ヶ所は、 5月 18、19日に発生した洪水による破堤ではなく、約 l
45 
ヶ月後の6月 12日に発生した被害によって破堤した箇所で、あったD その後、袖浦村岡の300間と、
中瀬村八橋元屋敷の 145聞がともに 12月中に終了し、それと前後して中瀬村中瀬地区の 3ヶ所
が 11月からようやく工事の途についたことがわかる。
中瀬村ーでの堤防復旧が遅れている事例が、明治 18年(1884)にも確認できる白この時は、 7月 1
日に中瀬村中瀬のIB上小島において 480問、中瀬村八 I1番の彦想東において40開の被害があり、






る傾向にあり、特に明治元年水害の場合、大平、!日上小島、源蔵前の 3 地点では、軒並み 450~
550間の破堤となったO この状況では、川|の水位が下がる晩秋から冬季にならないと、本格的な工
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7 1 一一。3 19 日一一 一一一-。 19 ー 一一一一。1 12 






(久兵衛小計) 6 29 。4 。
六兵衛 。 23 一一一一一 一。 3 。。14 一一一 一一(六兵衛小計)。7 10 




水神社領 1 1 0 01除地
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町|反 畝|歩 町l反|畝|歩 i
矯西 上畑 。2 ;i of出下畑 3 5 31 51 01 241 
上回 。3 9 10 
事lヨl橋北 中田 。。7 27 下回 。 u j羽 8 。 。
堂西 上回 。2 20 刊す 。宅地 。3 7 26 。
寺前 上田 。 2 。。け
火葬場 。。 15 01 01 0 
寺北 上回 。。4 昔前 。宅地 。l 。12 。
寺境内 。4 6 。。 C 
十五郎東 田 。4 2 81 0 。。C 
畑 。3 24 。。。
林 。 7 19 。。。。
上田 7 12 1 6 13 
六〆野 中田 。3 21 01 2 3 
上畑 。。6 5 。。
中畑 4 1 。 C 
下畑 。2 7 。19 
i宵 2 5 。。。
宅地 l 3 2 。。。
















































































































9 L  
([:1:{弟二号「待者~J  If判首 j 図 従 切 手 Iω .f!/ Y Z 薯 rl協 古 8' 6 取 凶 )
当母国喜~y持活腿ω曇本 (8691) 三毎日酔JL 図 0 1 - 1I会話
山司 I
も - i
J醤 ~ コ 刀 f
、 且 年 ，  .
C  
第I-3表天竜)1下流域における水害時の土砂堆積量一元禄11年(1698)一
村名 石f問 B/A 田畑面積 土砂除去量 平均深さ
石 |斗|升合 町 i反!畝|歩 坪 尺|寸 分
茅場村 元禄期石両 (A)」笠岡1486 151 0 1511 12，000 9 被害石間 (B) 145 
安関村 元禄期石両 (A)
81 6，958 被害石間 (B) 1351 21 71 8 
国吉村 元禄期石i罰 (A)
5け 54 3，410 4 8 被害石両 (B) 411 1 5 






27 2，75-1 1 3 7 被害石両 (B) 391 91 91 0 
安間新田村 元禄期石間 (A) 40: 31 61 2 25 4，067 1 4 被害石高 (B) 91 91 01 4 
中野町村 元禄期石間 (A) 259 8 。 。 13 137 2 
被害石両 (B) 3 3 。









































































































































ると、宮本村は、村高 100石 9斗ほどで、田畑の面積は田が 5.4町、畑が 5.9田了の、田畑比率が1
対1よりも若干畑の方が多い村で、あった。














耕地 被害総面積 砂埋面積(A) 起返面積(B) 復旧害IJ合



































































































J也自 U1T :反 j畝:歩:厘
上田 0: 2: 1: 2: 7 2反20歩一-".-ーー "ー'一ーー一， 一ー，ー ー
中田 。: 6: 6: 24: 5 ーー'". -1ー一ー-，.ー ・-一一ー一ー，ー
下回 。: 7: 21: 0 
田計 0・5・18・2 
上畑 2: 1・ 2・ 0・0一一:一 一ー:一:一 一一 一一
中畑 4: 4: 9: 9: 5 5反8畝23歩_._ー・'量'ー一， 一ーーで.-"--，
下畑 2: 8: 6: 25: 6 3畝20歩6厘





新畑 0: 0: 5: 0: 0 


















































































0 6  
(日正弟二号 fよ 国 砕 き ft J  rよ1Il#1J'M J  r巾 尊 重 准 J 図 従 甲 t 1α+!;iL 9 図 総 書 EZ 取 泊 )




上畑 。ζ 麦 32 9 61 400 ー一一
夏 木綿 14 2 4 450 
三百え 大豆 6 6 3 135 
百クζ 稗 6 6 3 135 
夏 黍・蕎麦 2 6 9 672 
一一一
ρ百ζ 大角豆・菜 2 7 01 250 
中畑 Aζ 
麦木綿
23 8 090 
夏 7 4 9 090 
一一一一一
夏
大豆 5 8 8 730 
一一“一一一一一一一一
手早 5 8 l~ 730 
夏 大角豆・蕎麦 2 2 7 270 
夏 黍・菜 2 2 71 270 
下 兵ζ 麦 34 6 7 550 
下下畑 5百に 木綿 9 。。530 
夏
大豆 7 3 6 035 
平芋年 7 3 6 035 
4 9 6 。。
夏 藍 2 H 3 000 夏 紫草 2 7 000 
夏 牛募 7 6 050 
田畑成 タζ 麦 。9 91 181 
一 一夏 木綿 。3 000 
夏 大豆・稗 。5 4十夏 芋・牛芽 。。9 
新田畑 九 麦 5 。 000 
夏 木綿 7 。000 
夏
大豆・稗 2 3 。000 
苧・牛芽 。000 
































































































































































































年次 件数 年次 件数 年次 件委到
6 文化9年 1812 29 文教7年 1824 20 
19 文化10年1813 24 文政8年 1825 49 
5 文化11奇1.814 35 文政9年 1826 45 
6 18 文政10年 1827 34 
11 11 41 
7 19 35 
35 30 63 
文化3年 1806 12 21 29 
文化4年 1807 13 34 27 
文化5年 1808 19 24 35 
文化6年 1809 10 文政5年 1822 24 天保5年 1834 52 
ー .-，吋』・』噌岨 ・--ー ーー 岨
文化7年 1810 27 文政5年 1822 24 天保6年 1835 49 
一一一 一 一一一
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(W浜北市史通史編上巻~1006 ページ、「木俣家永代IP'長 j より作成)








2月26日!駿何江尻 綿屋伊兵衛 i なし
2月26日! 万石屋八十八 j遠江見付 小竹屋弥右衛門
3月日日|相模浦賀 大黒屋儀兵衛|遠江相良 西尾太郎兵衛
3丹13日i相模浦賀 小川平次郎 i遠江相良 西尾太郎兵福-
3月13日|江戸大伝馬町小津清左衛門 i遠江相良 八木三郎左衛門
排出lt日展涌賀一-大黒屋儀支石!画工柁良 八註布石橋両
1 Ff:ic. .inf .iT E? • y.E1 S. 1+1-h-~ 1遠江掛川 耕屋源右衛門3月15日|駿河江尻 綿屋伊兵衛 i 1"'-1 .， 1--1/ U II'II"/~ 1/ /..... Ij-J I遠江 j111奇湊福屋善兵衛
1 f-ic. .inf .i-r fTI {/EJ e 141-h-/~= 1遠江掛)1 析屋源右衛門3月15，16131駿河江尻 綿屋伊兵衛 | I"~""""'I'" I-I/I.，J IP!./.::x::;.I/ /.......I~ïJ I遠江川崎湊溜屋善兵衛
3sJ 16日| 木綿屋権左衛門 なし
3月22日j駿河島出 土屋政助 i遠江掛川 祈屋源右衛門
6月15S I京都 井筒屋善右衛門 なし
6月15日i 美濃屋忠右衛門 なし
6月15s I!駿河江尻 綿屋伊兵衛 |遠江相良 八木三郎左衛門
6月20日i相模浦賀 大黒屋儀兵衛 i遠江相良 八木三郎左衛門
6月20S 1相模滞賀 小)1平次郎 |遠江相良 八木三郎左衛門
9月12日j信濃岡谷 林善右衛門 i三河新城 とゐや六太夫
9月12同信濃関谷 武居代次郎 |信濃岡谷 林元右衛門
9月12日i信濃小口村 高矯松兵衛 i信濃飯田 小泉屋六右衛門
10丹2日|駿河江尻 綿屋伊兵衛 i遠江川崎湊溜屋善兵衛
10月8日i駿河江尻 綿屋伊兵衛 i なし
三河新城 問屋六太夫
11Yl17日i信濃岡谷 武居代次郎 !信濃飯田 伊実屋清兵衛
信濃関谷 林元右衛門
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ー堤前 / r 
m 寺谷用水西出家 . !/! I 















































けて、増水による堤紡の被害は、 7月9日に陪村で大破、 23日に欠所の発生、 29日に水防人足と




















東平松 25 10 
海老島 21 9 
1兵部 46 18 
太郎馬 12 3 
一色 8 4 






























































信担 差出 宛先 用件同村街l普;詰所詰合 村々庄屋中 中平松人足10
海老島 10 































の指示は 9月 12日まで続いている。一方、 9月 9日には急場御普請が決定し、 19日までに各村












































人夫人名 7/29 8/1 8/6 8/8 8/12 8/13 8/14 


















































人数 5 6 10 5 合計(人) 11 20 10 守落田市史資料編5~r浜部村触書廻状J より作成)
l)ruJは出役を示す。
9/11 9/12 9/14 9/15 9/17 。。 。
。 。











































































































平時 増水時 洪水流の侵入 水害後
戸開
土地条件の良い「上自然堤防 居住地、畑地 最後に浸水し、最初自然条件 に減水 畑Jから土砂の除去
!日低水路 水田 遊水地化 浸水と土砂の流入 消極的な土砂の除去
水田(稲作) 年貢・8給・その他 遊水地化 浸水と土砂の流入 収穫減
畑・冬作(麦類) 自給・その他 夏作期 夏作期 土砂の除去後に作付可能
畑・夏作(雑穀・豆類、
土地利用・農業生産 など) 自給・その他
焔・夏作(綿) 相良、清水などを経て 洪水流の水位によっ 収穫減全国へ て被害に増減あり
畑・夏作(疏菜) 浜松城下への販売・自給・その他
天竜)1本堤の妨街i春・秋に定期の維持・補 水防活動 7l<.防活動・応急工事 堤防・水制工、決壊・修工事 破損個所の復!日工事
水防組合
人員と資材の提供 御普請 自普請 自普詩 1卸普請
出役人夫(内郷村) 階層差なし 階層差なし 階層差なし 踏層差なし
以前の拝借金返済の













































8)浜北市編・発行(1992)~浜北市史資料編近世 II~、 547"-'548 ページ、「木沢村不役之儀」による。
9)前掲8)、535----536ペー ジ、「済口証文之事」による。
10)前掲8)と同資料による。
1 )浜北市編・発行(1990)1990年『浜北市史資料編近世 1~550"-'552 ページ、「乍恐書付以奉願上
候」によるD
12)大橋玉隆家所蔵
13) ①河合孝 (1976)~写真集輪中』、大垣青年会議所、 18----22 ページ、②阿由葉司(1987)利根川下流
の水塚について、歴史地理学紀要第29号(治水・利水の歴史地理)、 147--16ペー ジ。
14)現地調査による。



























































49) 磐田市史編さん委員会編・発行 (1 99 1) W磐田市史資料編 2~ 、 571 ページ、「差上申御詰三書之事Jに
よる。
50)前掲48)、29"'-'3ペー ジ。



















































一一一 一一一一ー 一 一一一一一 一一 剤一一一 一
7月 治河使廃止、民部省土木司に
jイホゾしl口k 




































































(出~})__勺 ，fl銚二号 iluJ m百 j 悶 従 軍 手 I α 0 iと 9 喜 般 金 8 6 " 桜 泊 )
一治手中桜泊一日華モザ中・ 1華社~rtç取よ 11( 事 正 図 工 ー 盟 主 旨
山司 1 0  





















































































工事種類 着工年月 竣工年月 期間
1~lj水・設岸 18.6 27.3 8年8ヶ月
制水・3接岸 18.11 27.2 8年9ヶ月
制7!<.'護岸 19.5 27.3 7年10ヶ月
制水・護岸 20.4 26.9 6年5ヶ月
詰171<.諮岸 20.4 27.3 6年11ヶ月
市1)水・t護岸 20.11 27.3 6年4ヶ月
制水・護岸 21.6 26.3 4年9ヶ月
制水・諮岸 22.5 27.3 4年10ヶ月
制水・護岸 23.3 27.3 4年
制水・護岸 23.3 27.4 4年1ヶ月
車l17k.護岸 23.5 27.3 向。ヶ月|
護岸 26.4 27.3 11ヶ月
町田.
床由工 26.4 27.9 l年5ヶ月
危岩破砕 23.12 27.3 3年3ヶ月 | 
制水・護岸 30.4 
31.8 1年ヶ1ヶ月一41月ヶ1ヶ月l! 1|i
制水・護岸 30.6 31.5 1 
制7k.護岸 30.8 31.8 1 
mlJ水・護岸 30.12 32.1 1 
市IJ7k.護岸 31.8 32.1 15 
制水・護岸 31.8 32.2 16 
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τ明治夜23年 1890工事種目 工事延長 施工区間堤袋小段上置 12筒3尺 本町十郎島境~鈴木重郎屋敷
堤上置 61間 川袋山田民次郎東~小笠原松吉屋敷
堤上置 20問2尺4寸 川袋松林寺西
堤上置 90間 ) 1袋小笠原松古屋敷境~天王前
堤裏小段 46問 ) 1袋天王西





































~ 出先上置 38間3尺 中町田漕庄西出








-ーーー 一ー一一 堤新築箇所竹植付 前新田・龍光寺
131 
τf!F治z25年 1892工事建白 工事延長 施工区間堤上置 87間9分 本町松山千代吉西より下
堤埋立 25関 本町香集寺西
堤埋立 8間 川袋伊三郎西
堤裏小段 45関 ) 11袋松林寺西
堤埋立 23間 ) 11袋長谷八郎西
堤添築 26間 ) 11袋長谷八郎西
堤埋立 22間 ) 11袋小笠原角十南












































































































































下部築堤 長谷川栄三郎 一ーー ， 一一ーー
佐藤平次郎
一一 一'堀内平四郎

















中ノ町村中野町 改修堤 鈴木紋蔵 見積の提出者
1可輪村芋瀕 改修堤 佐藤平次郎 代理大箸五郎作














































































一粗染は粘質を有する落葉生樹木にして長 12尺以上 14尺以内元廻 2尺 l寸末廻 1尺8
寸を以て l束とす
一柵粗染は樫楢等粘質ある生樹木にして長 12尺以上、元4尺 8歩 25を以て l束とす
一杭木は柵全質ニシテ長4尺元口 1寸2歩乃至 1寸4歩 10本を以て 1束とす
一~担架*flfr粗染杭木納期は 26 年 10 月 10 日より日々 50 束出納付 11 月 18 日迄 40 日間に皆
納の事
(i工事心得書J25)) 
最後の一つ書きにあるように、この工区において使用される材木は明治 26年 (1893)10月 10自


























































































































































































ー一郡境 一一町村境 A' t島輪中 、十、











? ? ? 。
第ill-5表天竜J1増水時における水防活動と人員の動き一明治26年(1893)一
中ノ町村 中瀬村
状況 日 H寺 日 時 状況
降雨開始、東風 8/17 22:00 






















天竜川減水開始 22:00 22:00 天竜川減水開始
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? ? ? ?
第ill-6表天竜川増水後に行われた応急工事の進展一明治26年(1893)ー

















































































































文久治元12年 1861 (0) 2月9日豊田郡小立野村大橋又兵衛の長子として誕生
明 1879(18) 4月 浜松中学校内師範速養科入学
12月 西之島小学校3級司1導補
明治14年 1881(20) 6月 豊田・山名・磐田郡役所用係に任命
明治15年 1882(21) l月 豊田・山名・磐田郡役所書記に任命
明治18年 1885(24) 12月 山名郡川井村他1ヵ宿村戸長に任命~
明治21年 1888(27) 4月 静岡県議会議員に当選
明治22年 1889(28) 3月 中遠倶楽部を結成
4月 豊田郡井通村村会議員に当選
明治25年 1892(31) 10月 中遠農会長に当選
明治26年 1893(32) 11月 自由党静岡支部幹事に当選
明治28年 1895(34) 1月 『静岡新報』発刊
8月 井通村名誉職村長に当選(明治31年(1898)12月まで)
10月 豊田・山名・磐田郡米穀改良組合長に当選
明治29年 1896(35) 7月 中遠日進社取締役
11月 磐田郡参事会員に選任
明治32年 1899(38) 4月 憲政党静岡支部幹事に当選
10月 1静塁岡県議会参事会員に当選
明治33年 1900(39) 4月 州共同銀行頭取に就任
明治34年 1901(40) 5月 静岡県農会長に当選






















































































































































































































































































































































































た後、 11 日には井通の自宅に戻り、井通村役場に国会での状況を説明している。 13 日には静関
県庁を訪れ、小島内務部長、六名土木課長と面会、大井安部荷)1における治水上の調査を依頼
している凸この 2名は、静同県における河川行政の責任者であり、おそらくこの後国会で改修工事














































































































































































































なっている。収量を見ると、 1~3 番成までは反当り 800'"1000本ほどであるが、4番成は 150本し































































利益 I61: 301 
ショウガ
(円)(銭)






収入 156: 50 
内訳 155: 生産量387貫500匁、製造荷96貫880匁
. l斤は250匁、 l丹につき2斤5分






































農産物 明治34年 明治44年 明治44年
作付(反) 作付(反) 作付(反)
米 1377 1355 1600 
陸稲 200 
麦 856 900 1330 
甘藷 370 150 
葉藍 200 
大旦 160 20 100 
桑 73 220 
0ショウガ 60 15 230 
ソノく 60 
小旦 50 20 35 
黍 50 40 
。ヘチマ 50 3 180 
議萄 38 20 
対冠王七宝 20 23 10 
実綿 20 




ソラ豆 12 12 
サトイモ 12 30 
0落花生 6 45 
馬鈴薯 5 5 
白瓜 5 一
ナス 3 180 
エンドウ 3 20 











































































































2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
収量 金額(円)金額(円)




一一 一 一 一-一一一一キュウリ ト一一.ー -ー. 5，000本 40 8 
一(5畝) 大角豆 A 7，000本 20 4 
ネギ 一 一 500貫. 40 8 
一抜菜 -一-. 一 3 0.6 
第2区 ネギ . 4‘ 373寅 20 4 一 一サトイモ 1・ A 325寅 25 5 
一 一ダイコン(5畝) -EL第L3区i麦Lへ-移L行一三-1麦 -一
第3区 麦 ト一一一 . 2石 15151
甘藷 一 一 一一 500貫 35 I 3.5 




第4区 ダイコン A 300貫 12 4 
一 一ショウガ
(3畝) ' 
A 180 24 
ノ¥クサイ '‘ 50 13.5 4.5 
第5区 カンフン ... 叩 ト一一 ム 42 6 
ネギ 一 ト一一一1・ A 56 8 
一抜菜
_ . 
.戸市蜘A 一 14 2 
(7畝)
ホウレンソウ 一 一 一 一 一 第6区ホウレンソウへ移行.. ー一
麦 - 第6区麦へ移行
第6区 ホウレンソウ . 60糞 3 l 
一麦 A 6斗 も 2 
ナス 15，000 I 30 I 10 







第7区 麦 A 325斤 25 1 
一 一
7.k菜 . 875貫 50 2 
一(2反5畝) カボ、チャ 1，500 125 5 
一ネギ "'1 2，500 200 8 
第8区 体菜 1-ー 日-... 360 18 3 一ネギ 4‘ 360 18 3 
一一
大角旦 -一一 い-ー『四ー 一-. 480 24 4 










9 L 1  
(  l3:(~}号「砕ヨ」図手証明t 1α~!f_ 6 喜ぽ古 86 明凶)





葱類の 334円、南瓜 125円、大角豆80円となっているD これは8区画中最大の面積を持つ2反 5
畝の畑に、ど、の作物が作付けられるかによって、若干順位が変わってくる。生産額 1001.5円のうち
支出は 374.33円であり、最も高い項目は肥料代で 242.6円となっている。支出の 3分の 2を肥料
代が占めるところに、競菜栽培地域の特徴が現れている。















































































温室の坪数は、最小の者で 15坪となっているO 一方、最大では 1000坪を所有する農家が存在し







これらは、組合の経費として販売額に上乗せする 13の項目を、この年の 5月 26日から 9月 25


























松 4す 5分以上 5寸2分迄ノ形状ヨリ真直ナノレモノ
180 
竹 3寸8分以上 4寸 4分迄ノ形状ヨリ真直ナルモノ
梅特松竹ノ寸法ニシテ形状柑悪シキモノ及少曲リシモノ
桃 3寸7分以下ノモノ及曲リ又ハ特ニ大ニ過ギノレモノ

























































































































品名(材木関係) 数量 金額(円)品名(材木以外) 数量 金額(円)
杉大貫 2，409，723挺 92，681 操綿 941伺 12，703 
柿板 215，616個 53，904 米 1，769俵 5，133 
杉中寅 1，661，895挺 33，237 石灰生石 349，186〆 2，530 
杉四分板 2間入 52，971束 21，188 石灰 11，733俵 1，466 
雑木 尺〆13，733木 19，617 葉煙草 75個 1，340 
中会角 尺〆12，565本 12，565 砂糖 607個 1，214 
杉角 尺〆9，865本 7，588 pまv向nタ口ミ 1，370個 1，170 
*~角 尺〆2，781本 3，436 炭 2，929俵 878 
杉板子 1721本 2，458 芋麻 4，142〆 828 
桧板子 尺〆1，121本 2，242 串柿 322個 483 
桧四分板 2間入 1，983束 1，322 製茶 78個 468 
桧一六分板 l問入 1，788束 1，192 青石 1，392〆 417 
椴四分板 2間入 2，950束 1，180 婚腕 1，751挺 375 
槻角 尺〆441本 1，103 藍玉 46個 276 
桧八分板 l間半入 1，349束 1，011 太蘭鑑 102個 204 
椴板子 670本 831 竹皮 61個 183 
ネ母角 尺〆481本 819 半分糖 373俵 171 
椴一六分板 l間入 2，015束 806 竹 3836本 153 
杉皮 3間入 2，109束 790 千華 95i表 142 
松敷居 8，643挺 576 焼酎 7石5斗 128 
椴角 尺〆584本 450 手重油 171:尊 119 
槻板子 131本 439 中佐 17個 102 
杉六分板 l間半入 709束 354 茶実 46イ表 80 
桧丸太 尺〆81本 271 蜜柑 63個 31 
杉五分板 2間入 510束 255 ボロ 26個 26 
椴六分板 1間半入 593束 254 香実 10俵 16 
桧敷居 1，945束 243 古綿 11 1固 16 
背板 4，750東 237 醤油 121:尊 9 
朴板子 82本 164 
橋板子 78本 156 
椴八分板 1間入 300束 150 
姫子 尺〆68本 114 
茶箱板 455個 81 
桜板子 25本 64 








0 ・職工 10~49 人



































































































年.月.日 借用金 用途 担{呆 返済方法
借用者 貸し人 その他
居住地 居住地
一一ー 一一一一 一-ーー 一 一一一





杉角尺〆240本 担保貨物が掛塚に川下げ 早瀬村 掛塚村
山出諸経費 完了後の売却金より
明i台10.12.28 30円 材木伐出入用 桧角材 来年l月，担保貨物の掛塚 早瀬村 樹、塚村
川下げ完了後の売却金より
一一一一.
明1台11.11.23 50円 商方入用金 川下げ予定の 柿板売却代金にて 横山村 掛塚村
柿板280個
一一一 一
明治11.1.28 50円 立木買い付け 杉山立木7'"'-80本 7月に半分， 10月に残りを 早瀬村 掛塚村 立木は長太郎から買う
山出諸経費 (尺〆1500本相当) 川下げした売却金にて
一一一一一
明治11.1.28 10円 一 松角材尺〆80本 担保貨物が掛塚に)11下げ 早瀬村 掛塚村
完了後の売却金より
.ー 一一
明i台12.1.16 25円 前金 i月20日までに川下げ 東京問屋への御積為替金の中 横山村 掛塚村
される柿板140~回分 から一 一一一一十一一一一一ー 一ー
明1台18.10.12 30円 材木{支出諸賄金 杉角材尺〆200本 1月10日，掛塚へ川下げ予定， 早瀬村 掛塚村
杉挽材尺〆250本 その売却金を充てる
一一一一
明治25.4.30 40円 山林支払 杉尺〆419本 掛塚川下げ後，東京問屋に i頼尻村 掛塚村 松は6月，杉は8月に
松角尺〆256本 売った残金より )1下げ予定
明?台25.6 30円 松角材尺〆60本 6月20日に川下げし，東京問屋 掛塚村 掛塚村 三1)，1'滝原村より伐り出し
へ運んだ仕切金の残金より
一一 一一 ー一一一一




明治27.8.22 35円 抵当山林の立木 杉・桧の中貫200東 12月掛塚到着後，東京へ運搬 瀬尻村 掛塚村
山林は永















年月日 筏数 材種 産出地等 送出先等
大正7.7.6 23 杉桧松 赤柴山菌呂山豊根山 中野町国半場関
夏目山 中ノ町飯田合名会社
7.11 4杉 日原山 半場@
7.24 6黒木松 設楽郡三輪村 半場@運送 ① 
7.25 21:t} 日原山豊根山 半場@
8.14 3杉桧樫板 三州、IJ鳳来寺・大野町 中野町@木炭p 半場@輸送
8.24 5杉松 赤柴山 中野町西
8.28 l付木 豊根山 半場@ ② 
9.3 4杉桧松 高林重作 中ノ町飯田合名会社
9.4 6杉桧松 雨林重作 中ノ町飯田合名会社
9.6 8杉桧松 永原和市出赤柴山 中野町民
9.8 13 杉桧 永原出赤柴山深造山 中野町民半場@
9.9 11 杉桧松 高林重作出赤羽根山 @竜西材木，中ノ町飯田合名会社
9.11 8杉桧 夏目山 半場@)，中ノ町飯田合名会社
9.11 2挽角 平沢峰ノ沢鉱山 s西渡大井鉱山
9.18 9杉桧松 赤柴山永原和市出 中野町国
10.5 3杉 豊根山 半場@
10.9 51:t} 豊根山夏目山 半場@
10.16 9杉桧黒木 菌白山南林重作出 中ノ町飯田合名会社
10.20 36 杉従 豊根山金越山兎ヶ島山 半場合 3 中野町命
10.26 4杉 豊桜山流材集木 中野町@木炭
中ノ町飯田合名会社
11.6 2杉丸太 出馬山 中野町令
11.7 5杉丸太 出馬山 中野町令，国吉口業
11.8 4杉桧丸太 菌日山 国吉竜西
11.9 2杉桧丸太 国吉竜西
11.10 4杉桧丸太 菌田山 国吉竜西
11.11 8杉桧丸太 竹森長七出 鹿島①製材
11.18 4杉丸太 神妻渡坪井喜一郎出 中野町 i'
12.2 2諸木 坪井喜一郎出 中野町口業
12.3 2黒木 坪井喜一郎出 i峰ノ沢鉱山
12.5 3諸木 坪井喜一郎出 中野町口業3 大井鉱山事務所
12.10 1兎ヶ島山集木 兎ヶ島山 半場@
12.19 l竹 山香村 焼津@運送，田中漁業会社
12.25 2杉丸太 神妻山 中野町令
12.25 2杉松 出馬山 中野町令
12.26 6杉松 出馬山 中野町や
12.28 8杉松 出馬山 中野町令
12.29 3杉松 出馬山 中野町令
(W佐久間町史下巻』より作成)
①7 ftll 日から全54双流したうち平賀の扱しゅ~6双











































































































居所 会社名・氏名。 128 磐田郡佐久間村中部 王子製紙株式会社中部分社
リウア ① 88 磐田郡池田村 龍東材木株式会社
ス久 実) 1 周知郡奥山村奥領家 鈴木定蔵
サニ @ 10 三重県桑名町桑名 佐々部材木j苫
タ¥ 7浜名郡芳)11村老関 横山イ山吉
ヨコ山 13 6浜名郡芳川村金折 横山庄太郎
メ ① 5浜名郡河輪村芋j額 合資明治会社
ア @ 5浜名郡和田村半場 天龍木材株式会社
エ @ 3磐田郡掛塚町掛塚 津倉亀作





































































区域 流材数 収集請負人 居所(尺〆)
ー ー幽甲ー 一ー ー 一ー一一ー一一ーーー 一一一一






下3 350 山下善之助 北鹿島
下4 250 鹿島筏世話人 北鹿島






下8 800 皆久保政吉 二俣
『ー日ー 一一一一旬一_.
下9 600 大城広平 中瀬
下別l 250 寺田次郎八・高田甚吉 池田・七蔵新田
下汚IJ2 300 鈴木清次郎 新野
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-l-'J<L 1" . J.h l!dr I尺〆l本当|報酬合計材種 i本数し尺〆換町 l 1 /1""'"7'" l' '-r ]::t<: 71~ Iたり報酬 1 (円)
杉・桧・槌 I1，49引 2321 21銭 48.72 
椴・4母 I 9，1271 6，8001 22銭 I 1，496.00 
松・黒木 I 1，1371 5151 23銭 I 118.45 
無印材 1 1，1081 4421 - I 一











































大字 流出 全壊 半壊 床上浸水 床下浸水 被害合計
一一一














































項 目 中瀬村 竜池村
総戸数 689 395 




浸水家屋 468 120 
避難戸数、人数 16戸 80人 2戸 12人
被災者収容場所 中瀬尋常小学校 民家
炊出実施日時 8月5日7時"'"'7日午後 8月5日5時"'"'17日寺
炊出し救護戸数、人員 133戸 665人 111戸 518人
炊事米石数、費用 白米5石7斗7升金250円 白米l石6升金45円
流出橋梁 県道1里道5 皇道6





堤防決壊箇所 3ヶ所 389間 ナシ
堤防破損箇所 2ヶ所 43間 2ヶ所 18間










中瀬村は、被害前における田畑の比率が 1対 51と、畑が卓越している。これは、第 l章におい
て検討したように、中瀬村付近が扇頂となる、平野の自然的特徴を示すものである。一方の竜池村
では、水田面積の比率が増加し、田畑の比率はおよそ 1対2となっている。
浸水反別をみると、中瀬村の水田は、 7町 1反 5畝のうち、 7町までが浸水しているのに対して、















けている。中瀬村での炊出しは、 5日の朝 7時から、 7日の午後まで、 3日間に渡って続けられた。
一方、中瀬村より被害の少なかった竜池村の実態は、避難戸数や炊出しの回数にも現れている。
すなわち、家を離れて避難した戸数は 2戸に止まっており、その場所も小学校などで、はなく、同じ
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時には中ノ町村地先に設置された量水標が 12尺(3.6m)に、午後 4時には 12尺 5寸(3.75m)に
達したD 天竜)1は、なおも増水する見込みとなったため中ノ町村駐在所の巡査に協力を仰ぎ、ま
















































































































































賦課戸数 人夫割当 村内出役 買上げ人夫 不足金(円)
袖浦村 527 252 252 
井通村 520 520 26 494 
長野村 510 450 450 30 
富岡村 349 349 117 232 
十東村 326 323 323 1.5 
池田村 290 86 86 102 
天龍村 284 284 249 35 
岩田村 268 268 109 159 
於イ呆村 172 41 41 65.5 




















































井通 富岡 十束 池田 岩田 袖浦 接|、塚 長野 天龍





8.13 6:00 100 100 80 50 追ッテ人夫ニノ¥相当賃金県庁ヨリ支払
8.14 6:00 60 50 50 弁当3食持参
(夜) 。。 。 3ヶ村の青年回250人
18:00 200 土持ち篭1人1つ、弁当3食、土工器具持参
8.15 (朝) 。。 。 3ヶ村の青年国250人
6:00 50 50 50 100 土持ち篭l人1つ、弁当3食、土工器具持参
18:00 (合計250人)
8.16 5:30 (合計250人)
18:00 100 70 30 土工器具持参
8.17 18:00 40 50 80 30 篭、弁当3食持参
8.18 6:00 50 ，50 50 篭、弁当3食持参
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